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・概要 
仕事の数量と質および完成時間などの制約・要求の下で仕事の効率・コストなどを考慮しながら、
最適な生産計画を編成することは、通常スケジューリング問題とよばれ、生産管理分野で一番重要
な課題である。最近中小企業においても、効率的かつ効果的な実用生産計画システムの需要が高ま
りつつある。 
  我々は最適化問題に対して、ソフトコンピューティングを中心とした独自の手法を開発した。本
研究は我々の独自の手法を用いた生産計画システムの開発である。 
・特徴 
 人工知能手法を用いることにより、企業経営の全般におけるあいまい要因を考えいれることがで
きる。さらによりよい最適な計画を編成できる。 
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z ニューラルネットワークを局所最小値から脱出させる学習法。
z 全域探索および局所探索能力を向上した新しい遺伝的アルゴ
リズム。 
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